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固
定
資
産
税
は
、基
準
日（
毎

年
１
月
１
日
）
に
、
土
地
、
家

屋
、
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い

る
方
が
、
そ
の
固
定
資
産
の
所

在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
税
金

で
す
。

　

公
平
・
適
正
な
課
税
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
申
告
や

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、

　

償
却
資
産
の
申
告
を
！

◆
次
の
よ
う
な
場
合
は　

　

届
け
出
等
が
必
要
で
す

　

会
社
や
個
人
で
工
場
・
商
店
等

を
経
営
し
て
い
る
方
や
、駐
車
場
・

ア
パ
ー
ト
等
を
賃
貸
し
て
い
る
方

が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る

構
築
物
・
機
械
器
具
・
備
品
等
の

有
形
資
産
を
償
却
資
産
と
い
い
ま

す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産

の
多
少
や
異
動
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お

け
る
資
産
の
状
況
等
に
つ
い
て
、

申
告
す
る
こ
と
が
地
方
税
法
で
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
告
期
間　

１
月
４
日
㈫
〜
１
月

31
日
㈪

●
納
税
義
務
の
あ
る
方
が
死
亡
さ

れ
た
場
合

受
付
場
所　

税
務
課
（
市
役
所
１

階
）、支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）

※
申
告
書
が
必
要
な
方
は
、
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆償却資産の一例◆

※ 課税（申告）対象とならないものもあります。不明な場
合は税務課までお問い合わせください。

飲 食 店 厨
ちゅうぼう

房設備、カラオケセット、看板など

工 場 各種製造設備、受変電設備など

建 設 業 パワーショベル、ポータブル発電機、
コピー機など

理容業・美容業 理・美容いす、洗面設備、看板など

病 院 ベッド、手術台、各種医療装置など

小 売 店 商品陳列ケース、冷蔵庫、レジなど

農 業・ 漁 業 田植機、ビニールハウス、漁船など

アパート経営 アスファルト舗装、電灯、エアコン、
フェンスなど

　

納
税
義
務
の
あ
る
方
が
死
亡
さ

れ
た
と
き
は
、
相
続
人
の
方
が
納

税
義
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
法
務
局
（
登
記
所
）
で
相

続
登
記
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、

相
続
人
の
代
表
者
を
決
め
て
い
た

だ
き
、
固
定
資
産
税
を
納
め
る
方

の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
が
な
い
場
合
、

お
よ
び
相
続
人
不
明
の
場
合
は
、

調
査
に
よ
っ
て
「
現
に
所
有
す
る

者
」
を
指
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
法
人
が
消
滅
し
た
場
合
も
、

同
様
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

●
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た

場
合

　

宅
地
課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、

そ
の
土
地
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て

税
額
が
異
な
り
ま
す
。
店
舗
や
事

務
所
等
か
ら
住
宅
に
改
築
し
た
場

合
や
、
住
宅
用
地
か
ら
住
宅
用
地

以
外
に
利
用
状
況
を
変
更
し
た
場

合
は
「
住
宅
用
地
異
動
申
告
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

　

平
成
22
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、「
家
屋
取
り
こ
わ

し
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

●
未
登
記
家
屋
の
名
義
変
更
を
行

っ
た
場
合

　

法
務
局
で
登
記
し
て
い
な
い
家

屋
の
名
義
変
更
を
行
っ
た
場
合
は
、

「
納
税
義
務
者
変
更
願
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
書
類
に
は

新
旧
両
名
の
印
鑑
証
明
書
お
よ
び

原
因
証
書
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

●
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
へ

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
口
座
を
口

座
振
替
で
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
口
座
閉
鎖
に
よ
っ
て
口
座
振

替
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
金
融

機
関
で
口
座
振
替
変
更
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
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●
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

　

平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

27
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
、
一
定

の
耐
震
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
住

宅
に
つ
い
て
、
翌
年
以
降
一
定

期
間
の
税
額
を
２
分
の
１
減
額

（
１
２
０
㎡
ま
で
を
限
度
）し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
新
築
住
宅
特
例
や
省

エ
ネ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

特
例
の
対
象
年
度
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

○
減
額
要
件

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
既
存
の
住
宅

○
減
額
期
間

平
成
22
年
か
ら
24
年
に
工
事
完
了

【
２
年
間
】

平
成
25
年
か
ら
27
年
に
工
事
完
了

【
１
年
間
】

○
耐
震
改
修
工
事
要
件

　

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る

30
万
円
以
上
の
耐
震
改
修
工
事
で

あ
る
こ
と
。　

○
減
額
申
請
手
続
き

  

減
額
を
申
請
す
る
方
は
、
次
の

関
係
書
類
を
添
え
て
改
修
工
事
後

３
カ
月
以
内
に
所
定
の
申
告
書
を

税
務
課
資
産
税
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
耐
震
基
準
適
合
証
明
書
（
都
市

計
画
住
宅
課
（
市
役
所
２
階
）
ま

た
は
建
築
士
等
に
よ
る
証
明
）

②
領
収
書
等
の
写
し

③
平
面
図

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
一
定

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
が

行
わ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
翌

年
分
の
税
額
を
３
分
の
１
減
額

（
１
０
０
㎡
ま
で
を
限
度
）し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
新
築
住
宅
特
例
や
耐

震
改
修
特
例
の
対
象
年
度
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
減
額
要
件

　

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が

居
住
す
る
既
存
の
住
宅
（
賃
貸
住

宅
を
除
く
）

①
65
歳
以
上
の
方
②
要
介
護
認
定

ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
③
障
害
者
の
方

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
要
件

　

次
の
改
修
工
事
で
、
補
助
金
等

を
除
く
自
己
負
担
金
が
30
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と
。　

①
廊
下
の
拡
幅
②
階
段
の
勾こ
う

配ば
い

の

緩
和
③
浴
室
の
改
良
④
便
所
の
改

良
⑤
手
す
り
の
取
り
付
け
⑥
床
の

段
差
の
解
消
⑦
引
き
戸
へ
の
取
り

換
え
⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

○
減
額
申
請
手
続
き

  
減
額
を
申
請
す
る
方
は
、
次
の

関
係
書
類
を
添
え
て
改
修
工
事
後

３
カ
月
以
内
に
所
定
の
申
告
書
を

税
務
課
資
産
税
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
工
事
明
細
書
の
写
し
②
領
収
書

等
の
写
し
③
写
真
（
改
修
前
・
後
）

④
平
面
図
⑤
補
助
金
等
の
支
給
お

よ
び
交
付
決
定
通
知
書
の
写
し
⑥

要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
る
方
、
障
害
者
の
方

が
居
住
し
て
い
る
場
合
は
各
種
手

帳
等
の
写
し

※
工
事
内
容
を
示
す
書
類
は
、
建

築
士
、
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関

等
に
よ
る
証
明
で
代
替
え
可

　

後
日
、
工
事
内
容
等
を
書
類
で

確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
現
地
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

●
省
エ
ネ
改
修
工
事

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
一
定

の
省
エ
ネ
改
修
工
事｢

熱
損
失
防

止
改
修
工
事｣

が
行
わ
れ
た
住
宅

に
つ
い
て
、
翌
年
分
の
税
額
を
３

分
の
１
減
額
（
１
２
０
㎡
ま
で
を

限
度
）
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
新
築
住
宅
特
例
や
耐

震
改
修
特
例
の
対
象
年
度
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
減
額
要
件

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
既
存
の
住
宅
（
賃
貸
住

宅
を
除
き
、
ま
た
併
用
住
宅
の
場

合
に
は
居
住
部
分
の
床
面
積
が
建

物
全
体
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以

上
あ
る
も
の
）

○
省
エ
ネ
改
修
工
事
要
件

　

次
の
改
修
工
事
（
改
修
部
位
が

い
ず
れ
も
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に

新
た
に
適
合
す
る
こ
と
）
で
、
①

を
含
む
工
事
に
要
す
る
費
用
が

30
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。　

①
窓
の
改
修
工
事
（
必
須
）
②
床

の
断
熱
改
修
工
事
③
天
井
の
断
熱

改
修
工
事
④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

○
減
額
申
請
手
続
き

  

減
額
を
申
請
す
る
方
は
、
次
の

関
係
書
類
を
添
え
て
改
修
工
事
後

３
カ
月
以
内
に
所
定
の
申
告
書
を

税
務
課
資
産
税
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証
明
書

（
建
築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関

ま
た
は
、
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
に
よ
る
証
明
）
②
領
収
書
等
の

写
し

市
税
務
課　

資
産
税
係

☎
㉒
２
２
１
５

吉
野
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinoga

w
a.lg.jp/

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
・
省
エ
ネ

改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、固
定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

天井の断熱

その他の床

その他の土間床の外周部
外気に接する
土間床の外周部

壁

物置等
の天井

窓の断熱 外壁の断熱

床の断熱

（経済産業省ホームページより）

外気に通じている
小屋裏

外気に接する床
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吉野川市ホームページを活用した  リサイクル情報掲示板
　　　     「譲ります・探してます」について

　吉野川市では、ごみの減量化対策として、家庭の不用品をホームページに登録し、情報を
提供する”吉野川市リサイクル情報「譲ります・探してます」”を設置しました。

★参加の条件
　吉野川市在住の方で（「探してます」についてはこの限りでない。）ごみの減量化を目的に、家庭
にある不用品の交換または再利用を希望する方でしたら参加できます。
　必ず事前の登録と、現住所が確認できる方、本趣旨・ルールをご理解のうえ、了承をいただける
方に限ります。
　未成年者の出品はお断りします。

★情報の登録
　譲りたい品物や探している品物があれば、「登録用紙」に必要事項を記入し、環境企画課（市役
所２階）まで持参・ファックス、または郵送でお送りください。
　ホームページ上には、登録者のお名前や住所は掲載しません。情報は、毎月末で締め切り翌月（10
日ごろ）に掲載し、掲載期間は２カ月間とします。（自動更新はしない）
　※営利を目的とする人は登録できません。

★出品の規則
　（１）不用になった家庭用品を登録してください。
　　　※登録できないもの
　　　・社会通念上および法律に違反する物品
　　　・飲食物、薬品など消費・使用期限のあるもの 
　　　・自動車など使用するために登録が必要なもの
　　　・生き物、不動産、貴金属など、この事業に好ましくないもの

　（２）出品数は、お一人３品までとします。（「探してます」についてはこの限りでない）
　　　※情報として写真データを添付していただけると掲載も可能です。

　（３） 出品物の預かりは行いません。また、購入希望者と直接連絡を取っていただける方に限りま
す。

　（４）物品の受け渡しについては、原則当事者同士の話し合いで行ってもらいます。
　　　※価格はできるだけ無料、または安価（１万円程度まで）でお願いします。
　　　※市は、トラブルに関しては一切の責任を負いません。
　　　※ 受け渡し場所については、月１回開催のフリーマーケット会場（市役所イベント広場）に

スペースを設けますのでご利用いただけます。
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●問い合わせ　市環境企画課　☎㉒2230
●ホームページアドレス　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

年式▪型式
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吉野川市の「ごみを減らしましょう！」
市民の皆さんにお願い

　雑紙を、「燃やせるごみ」として出していませんか？　お菓子の箱、包装紙、パンフレット
やティッシュペーパーの箱などの「雑紙」をごみ箱に入れていませんか？
　市では、資源として再利用するため、「雑紙」の分別回収を進めています。
　「雑紙」は、紙袋などに入れて、雑誌の回収日に出しましょう。
　資源として活用ができ、お金になる「雑紙」を高いお金をかけて燃やさないように、市民みんな
で取り組みましょう。

●お手軽ごみ減量法                            　
　・台所から出る生ごみの水切りをしましょう
　・生ごみの約70％が水分です。水切りをすることで
　　重量が少なくなります。
　・水切りネットに入ったごみは、ギュッと、ひとしぼり
　　してから出しましょう。

●衣類（古着類）の回収について
　ごみ減量の取り組みとして、平成22年１月から西環境センター（川島・山川・美郷地区）では、
衣類（古着類）を資源として再利用するために、月に１回、分別回収しています。
　平成23年１月からは、鴨島地区も月に１回、衣類（古着類）を分別回収しますので、来年のご
み収集カレンダーに記載された日に、「もやせないごみ」の指定袋に入れて、お住まいの自治会（地
区）で定められた集積所に出してください。
　また、いつでも資源化ごみを持ち込みできる「資源化ごみモデル集積所」でも、衣類（古着類）
を出すことができます。こちらも「もやせないごみ」の指定袋に入れて出してください。

　　※ 12月26日（日）に市役所で開催しますフリーマーケット会場でも、衣類（古着類）を回収し
ています。

　　※回収した衣類（古着類）は、外国の人たちが再利用しています

「雑紙」は！　雑誌の日！　指定袋に入れる必要はありません。
皆さんも、指定袋代金の節約になり、得をします。

●「雑紙」は「雑誌の日」に出してください。

ティッシュボックス

パンフレット 包装紙 紙袋に入れるお菓子の箱

取り出し口の
ビニールは
とってたたんで
ください

※紙袋に入れるか、そのまま紙ひもで束ねて
　ください（指定袋不要）

封筒に入れる

雑
紙
は

雑
誌
の
日

ミルクサンド

●問い合わせ　市環境企画課　☎㉒2230

お金になるものを燃やさないで！ 焼却すると45円／㎏費用がかかります。
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　国民健康保険制度とは、自営業や農林業に従事される方などのほか、職場の健康保
険や共済組合、後期高齢者医療制度などに属さない人すべてが加入者「被保険者」と
なる保険制度で、病気などのときに安心して治療を受けられるように、日ごろからみ
んなでお金（保険税）を出しあう「助け合い」の制度です。
　現在、吉野川市の国民健康保険は大変厳しい財政状況に陥っています。
　合併後、公共料金の見直しにより県内でも比較的低い税率が設定されたこと、平成
20年度からの後期高齢者医療制度の創設による税収減や支援金増などにより、毎年度
赤字決算となってきています。特に平成22年度以降、その影響が顕著に現れておりま
す。この赤字額については、繰越金や国保会計の預金である基金などを充当しながら
財政運営を行ってきましたが、平成22年度までに使い切っており、平成23年度には
約３億４千万円、平成24年度には約３億１千万円の赤字が発生すると見込まれます。
　医療保険制度は、歳入が少ないという理由で歳出を抑えることができないものであ
り、今後、予期しない医療費増加があった場合、対応することができなくなります。
　国民健康保険事業の健全な運営のために、保険税の改正案を12月議会に提案してお
ります。皆さまには、ご負担をおかけすることになりますが、ご理解とご協力をお願
いします。

〈医療機関の適正受診にご協力ください〉
　◎かかりつけ医をもちましょう。
　◎重複受診はやめましょう。
　◎ジェネリック医薬品を活用しましょう。

●問い合わせ　市国保年金課　☎㉒2213

赤字
歳入
歳出

（億円）

50.5

19年度 20年度 21年度 22年度（見込み）23年度（見込み） 24年度（見込み）

48.2 48.3 48.148.0

50.1

国民健康保険歳入歳出状況

40

42

44

46

48

50

52
1.4億
赤字

1.9億
赤字

1.7億
赤字

4.3億
赤字

3.5億
赤字 3.1億

赤字

49.1

46.346.3 46.346.3

45.8 44.844.8 45.045.0

吉野川市の国民健康保険財政がピンチです！

※23年度（見込み）・24年度（見込み）は、推計人口から歳入・歳出額を割り出しています。
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地
域
の
声
を
施
策
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
旧
町
村
ご
と
に
設
置
し

て
い
る
地
域
審
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
吉
野
川
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
素
案
に

つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

総
合
計
画
と
は
、
す
べ
て
の
行

政
活
動
の
基
本
と
な
る
市
町
村
の

最
上
位
の
計
画
と
い
う
性
格
を
持

ち
、
10
年
間
の
基
本
構
想
（
Ｈ
18

〜
Ｈ
27
）
と
前
後
期
各
５
年
間
の

基
本
計
画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
期
基
本
計
画
が
今
年
度
で
満

了
す
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
以
降

５
年
間
の
後
期
基
本
計
画
を
作
成

す
る
も
の
で
す
。

　

地
域
審
議
会
の
ご
意
見
は
、
後

期
基
本
計
画
策
定
の
参
考
と
し
ま

す
。

　

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

《
各
地
区
審
議
会
の
主
な
意
見
》

【
山
川
地
区
地
域
審
議
会
】

　
　
　
（
11
月
９
日
・
山
川
庁
舎
）

・
高
齢
者
福
祉
施
設
の
整
備
に
つ

　

い
て

・
防
災
意
識
の
高
揚
に
つ
い
て

・
ご
み
の
分
別
収
集
や
再
資
源
化

　

 

な
ど
減
量
化
に
向
け
た
啓
発
や

不
法
行
為
の
監
視
に
つ
い
て

・
汚
水
処
理
の
展
開
に
つ
い
て

・
洪
水
対
策
に
つ
い
て

・
検
診
の
充
実
に
つ
い
て

・
商
工
会
の
合
併
支
援
に
つ
い
て

【
川
島
地
区
地
域
審
議
会
】

　
　
　
（
11
月
11
日
・
川
島
庁
舎
）

・
上
下
水
道
料
金
の
一
体
徴
収
に

　

つ
い
て

・
防
災
行
政
情
報
の
伝
達
方
法
に

　

つ
い
て

・
現
行
の
防
災
行
政
無
線
に
代
わ

　

る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い

　

て
・
公
営
住
宅
の
取
り
組
み
に
つ
い

　

て
・
検
診
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
小
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
交
通
安
全
施

　

設
の
管
理
に
つ
い
て

・
国
保
や
国
民
年
金
の
資
格
に
関

　

す
る
周
知
に
つ
い
て

・
農
産
市
の
設
立
支
援
に
つ
い
て

・
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
立
ち
上
げ

　

の
手
順
に
つ
い
て

【
美
郷
地
区
地
域
審
議
会
】

（
11
月
12
日
・
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

・
官
民
協
働
に
つ
い
て

・
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
計
画
の

　

必
要
性
に
つ
い
て

・
災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
に
つ

　

い
て

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
エ
リ
ア
外

　

の
対
応
に
つ
い
て

・
地
デ
ジ
化
に
対
す
る
市
の
考
え

　

方
に
つ
い
て

・
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
道
路
整
備
に
つ
い
て

【
鴨
島
地
区
地
域
審
議
会
】

（
11
月
15
日
・
市
役
所
）

・
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

・
住
民
の
声
を
聞
く
た
め
の
懇
話

　

会
等
に
つ
い
て

・
幼
保
連
携
モ
デ
ル
機
能
に
つ
い

　

て
・
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
誌
づ
く

　

り
に
つ
い
て

・
商
業
振
興
の
た
め
の
目
標
に
つ

　

い
て

・
巡
回
バ
ス
の
休
日
運
行
に
つ
い

　

て
・
高
齢
者
の
支
援
事
業
に
つ
い
て

・
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

・
菊
人
形
師
の
後
継
者
育
成
に
つ

　

い
て

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

　

ー
の
会
員
目
標
に
つ
い
て

・
行
政
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
化

　

に
つ
い
て

各
地
区
で
地
域
審
議
会
を
開
催

川
島
薬
草
園

〈表紙写真〉

シ
オ
ン　
　
　
　

キ
ク
科

　

川
島
薬
草
園
に
あ
る
シ
オ
ン

は
、
庭
や
空
き
地
な
ど
に
植
え

ら
れ
る
多
年
草
草
本
で
、
主
根

が
あ
っ
て
多
く
の
支
根
と
細
根

が
あ
り
、
春
先
に
は
数
本
の
茎

が
直
立
し
て
伸
び
、
高
さ
が
２

メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
ま
す
。 

　

葉
は
、
大
型
で
皮
針
形
、
柄

が
な
く
互
生
し
、
縁
に
は
大
き

な
ぎ
ざ
ぎ
ざ
が
あ
り
、
全
草
に

は
粗
い
毛
が
あ
っ
て
ざ
ら
ざ
ら

し
た
感
じ
が
し
ま
す
。 

　

花
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

茎
の
先
端
部
が
数
枚
に
分
か

れ
、
散
房
状
に
淡
紫
色
で
直
径

２
〜
３
セ
ン
チ
く
ら
い
の
頭
状

花
を
多
数
つ
け
ま
す
。 

　

ま
た
、
根
を
摂
取
し
水
洗
い

し
乾
か
し
た
も
の
を
生
薬
で
シ

オ
ン
と
い
い
、
せ
き
止
め
去き
ょ

痰た
ん

、
利
尿
に
効
き
目
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

審議会の様子

委員からたくさんの意見が出されました



問
い
合
わ
せ

❾ 2010年（平成22年）12月8日

広報よしのがわ

国
民
年
金
だ
よ
り

お
り
で
す
。（
平
成
19
年
度
以
前

の
追
納
額
に
は
、
当
時
の
保
険
料

額
に
一
定
の
加
算
額
が
追
加
さ
れ

て
い
ま
す
。）

　

な
お
、
保
険
料
の
追
納
に
は
納

付
書
が
必
要
で
す
。
納
付
書
の
発

行
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、

徳
島
北
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
注
）
平
成
21
年
３
月
以
前
に

免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
全
額
免
除

で
３
分
の
１
、
４
分
の
３
免
除
で

２
分
の
１
、
半
額
免
除
で
３
分
の

２
、
４
分
の
１
免
除
で
６
分
の
５

で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
方
に
対

し
て
、
電
話
や
文
書
、
戸
別
訪
問

に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
や
保
険
料

の
収
納
業
務
の
民
間
委
託
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
徳
島
県
を
担
当
す

る
委
託
事
業
者
が
左
記
事
業
者
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

受
託
民
間
事
業
者
名

㈱
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト

０
１
２
０
（
９
８
９
）
４
２
８

　

な
お
、
そ
の
他
の
地
域
の
担
当

事
業
者
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
徳
島

北
年
金
事
務
所
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
さ
れ

た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め

た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
老
齢
・
障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
年
金
を
受

け
る
た
め
の
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
で
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め

た
と
き
と
比
べ
て
、
全
額
免
除
期

間
は
２
分
の
１
、
４
分
の
３
免
除

期
間
は
８
分
の
５
、
半
額
免
除
期

間
は
４
分
の
３
、
４
分
の
１
免
除

期
間
は
８
分
の
７
で
計
算
さ
れ
ま

す
。（
注
）

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
と
若
年

者
納
付
猶
予
に
よ
っ
て
納
付
猶
予

さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い
カ

ラ
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
免
除
・
猶

予
期
間
に
つ
い
て
、
後
で
ゆ
と
り

が
で
き
た
と
き
に
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
に
近
づ

け
る
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

追
納
が
可
能
で
す
。

　

平
成
22
年
度
ま
で
に
免
除
さ
れ

た
追
納
保
険
料
の
額
は
、
表
の
と

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

☎
㉒
２
２
１
３

国
民
年
金
で
免
除
・
猶
予
さ
れ
た

保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務
の

委
託
業
者
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

免除された
年度

追納保険料額
全額免除・猶予 4分の3免除 半額免除 4分の1免除

平成12年度 15,770円 － － －
平成13年度 15,180円 － － －
平成14年度 14,590円 － 7,300円 －
平成15年度 14,360円 － 7,180円 －
平成16年度 14,180円 － 7,090円 －
平成17年度 14,220円 － 7,110円 －
平成18年度 14,260円 10,690円 7,130円 3,560円
平成19年度 14,300円 10,720円 7,150円 3,570円
平成20年度 14,410円 10,810円 7,200円 3,600円
平成21年度 14,660円 10,990円 7,330円 3,660円
※半額免除は平成14年4月に、4分の1と4分の3免除は平成18年7月に創設されています。

地デジの準備はお済みですか？（助成金のお知らせ）
　県外のアナログ放送を個別アンテナで受信している世帯で、デジタル放送では受信が困難となる
場合、国がケーブルテレビ加入費用の一部（最大３万円）を支援しています。

◆助成金受付の締め切りは、12月28日までです。◆
（受付期間中でも国の予算がなくなった場合には終了します。）

　条件に該当するかどうかは、お近くのケーブルテレビまたはデジサポ徳島までお問い合わせくだ
さい。

　なお、NHKと四国放送については、UHFアンテナの設置・調整により、ほとんどの地域で受信
可能です。
　詳しくはデジサポ徳島までお問い合わせください。

●問い合わせ　徳島中央テレビ株式会社　☎㉒1501
　　　　　　　ケーブルネットおえ　　　☎㉖9012
　　　　　　　デジサポ徳島　　　　　　☎0570（074）007

●問い合わせ（地デジ全般）　デジサポ徳島　　☎088（603）0200
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？　

い
つ
も
の
み
ち
も　

ち
ゅ
う
い
し
て

大
西　

真
衣
（
上
浦
小
学
校
１
年
）

　

10
月
15
日
、
筒
井
製
絲
株
式
会

社
か
ら
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生

活
環
境
づ
く
り
」
の
た
め
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
、
キ
ョ
ー
エ
イ
セ
レ

ブ
鴨
島
店
、
Ｊ
Ａ
麻
植
郡
ひ
ま
わ

り
農
産
市
、
マ
マ
の
店
鴨
島
店
、

キ
ョ
ー
エ
イ
山
川
店
の
４
店
舗
で
、

レ
ジ
袋
を
配
布
し
な
い
「
レ
ジ
袋

ゼ
ロ
の
日
」
社
会
実
験
が
、
と
く

し
ま
環
境
県
民
会
議
・
吉
野
川
市
・

徳
島
県
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
い
な

い
お
客
様
に
は
、
レ
ン
タ
ル
エ
コ

　

今
年
も
四
国
電
力
株
式
会
社
か

ら
「
よ
ん
で
ん
グ
ル
ー
プ
ふ
れ
あ

い
旬
間
」
行
事
の
一
環
と
し
て
、

明
る
い
街
づ
く
り
に
役
立
て
て
と
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
な
ど
４
基
が
市
に

　

８
月
６
日
、（
社
）
吉
野
川
青

年
会
議
所
主
催
で
、
陸
上
競
技
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
朝
原

宣
治
氏
を
講
師
と
し
て
「
夢
を
追

い
か
け
ろ
！
未
来
の
主
役
は
君
た

ち
だ
！
」
と
題
す
る
講
演
会
と
陸

上
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
講
演
を
聴
い
た
小

学
生
を
対
象
に
夢
に
つ
い
て
の
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
は
次
の
方
で

す
。

　

山
川
体
育
館
西
側
に
整
備
を
進

め
て
い
ま
し
た
山
川
テ
ニ
ス
場

（
砂
入
り
人
工
芝
コ
ー
ト
２
面
）

　

10
月
23
日
、
川
島
庁
舎
で
、「
ち

び
っ
こ
ド
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
０
」
が
開
催
さ
れ
、
約

７
０
０
人
の
親
子
づ
れ
の
方
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
楽
し
い
シ
ョ
ー

や
た
く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。

「
レ
ジ
袋
ゼ
ロ
の
日
」

社
会
実
験
を
行
い
ま
し
た

山
川
テ
ニ
ス
場
・
森
藤

テ
ニ
ス
場
が
完
成

「
ち
び
っ
こ
ド
ー
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０
」開
催

朝
原
宣
治
講
演
会
と

陸
上
教
室

いただいた寄付は「安心して暮らせ
る生活環境づくり」に役立てます

目録を受け取る川真田市長（写真右）

たくさんの
親子でにぎ
わいました

優勝　住友愛依さん
（牛島小学校6年）

準優勝　立石大士くん
（生光学園小5年）

Ａ
Ｅ
Ｄ
寄
贈

防
犯
灯
寄
贈

が
完
成
し
ま
し
た
。
使
用
料
は
、

１
面
１
時
間
４
０
０
円
で
す
。

　

ま
た
、
森
藤
テ
ニ
ス
場
の
砂
入

り
人
工
芝
へ
の
改
修
工
事
も
完
了

し
ま
し
た
。
使
用
料
は
、
１
面
１

時
間
２
１
０
円
で
す
が
、
来
年
１

月
の
利
用
分
よ
り
向
麻
山
庭
球

場
・
森
藤
テ
ニ
ス
場
と
も
に
１
面

１
時
間
４
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

利
用
申
請
は
、

バ
ッ
グ
や
段
ボ
ー
ル
箱
、
再
利
用

の
紙
袋
で
レ
ジ
袋
の
代
用
と
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
は
、

キ
ョ
ー
エ
イ
セ
レ
ブ
鴨
島
店
で
は

50
％
を
超
え
、
４
店
舗
の
平
均
で

も
38
・
８
％
と
、
市
民
の
関
心
が

か
な
り
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

市
民
の

皆
さ
ん
、

マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
に

よ
る
お
買

い
物
を
お

願
い
し
ま

す
。

社会実験ＰＲソングの披露

森
藤
テ
ニ
ス
場

山
川
テ
ニ
ス
場

山
川
テ
ニ
ス
場　

市
生
涯
学
習
課

（
☎
42
４
１
１
７
）

森
藤
テ
ニ
ス
場　

鴨
島
公
民
館

（
☎
㉔
５
１
１
１
）
ま
で

　

市
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
購
入
の
費
用
と
し
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
26
日
、

市
役
所
を
訪
れ
た
天
羽
鴨
島
営
業

所
長
か
ら
、
市
長
に
目
録
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
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あ
ぶ
な
い
よ　

ふ
ざ
け
あ
る
き
は　

じ
こ
の
も
と

藤
井　

祥
喜
（
牛
島
小
学
校
２
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

　

11
月
３
日
、
市
役
所
で
、
平
成

22
年
度
吉
野
川
市
表
彰
・
市
教
育

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
表
彰
は
、
本
市
の
政
治
、
経

済
、
文
化
、
社
会
な
ど
に
わ
た
っ

て
本
市
の
振
興
に
寄
与
し
、
功
績

が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
方
、
市
民

の
規
範
と
認
め
ら
れ
る
行
為
が
あ

っ
た
方
な
ど
を
た
た
え
る
も
の
で

す
。

　

市
教
育
表
彰
は
、
吉
野
川
市
立

小
・
中
学
校
に
長
年
に
わ
た
り
在

籍
し
、
顕
著
な
教
育
実
績
を
あ
げ

た
教
職
員
や
、
運
動
競
技
ま
た
は

研
究
・
制
作
な
ど
の
活
動
に
お
い

て
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
児
童
生

徒
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

市
表
彰

河
野　

利
英
（
市
議
会
議
員
）

　

永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と

し
て
、
地
方
自
治
発
展
伸
張
に
貢

献三
木
田　

岩
男
（
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
）

　

永
年
に
わ
た
り
市
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
、
固

定
資
産
税
の
公
平
か
つ
適
正
な
運

平
成
22
年
度　

吉
野
川

市
表
彰
・
教
育
表
彰
式

営
に
貢
献

乾　

清
介
（
元
自
治
会
長
）

　

永
年
に
わ
た
り
八
幡
通
り
自
治

会
長
と
し
て
、
町
内
自
治
の
振
興

に
貢
献

濱
田　

光
功
（
自
治
会
長
）

　

永
年
に
わ
た
り
鴨
島
ハ
イ
ラ
ン

ド
自
治
会
長
と
し
て
、
町
内
自
治

の
振
興
に
貢
献

竹
内　

功
（
民
生
委
員
・
児
童
委

員
）

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

民
生
の
安
定
と
児
童
福
祉
の
向
上

に
貢
献

原
井　

知
代
子
（
民
生
委
員
・
児

童
委
員
）

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

民
生
の
安
定
と
児
童
福
祉
の
向
上

に
貢
献

Ｎ
Ｐ
０
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

　

永
年
に
わ
た
り
、
江
川
の
清
掃

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
環
境
保
全

の
推
進
に
貢
献

西
川
田
地
区
青
少
年
育
成
会

　

永
年
に
わ
た
り
、
ふ
れ
あ
い
の

あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
い
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
貢
献

　

市
教
育
表
彰

尾
方　

和
代（
鴨
島
小
学
校
教
諭
）

　

教
職
員
と
し
て
、
吉
野
川
市
立

小
学
校
に
通
算
25
年
在
職
し
、
顕

著
な
教
育
実
績
を
あ
げ
た

櫻
井　

椋
太
（
鴨
島
東
中
学
校
）

　

第
64
回
徳
島
県
中
学
校
郡
市
対

抗
陸
上
競
技
大
会　

男
子
三
段
跳

第
１
位

阿
部　

瑞
紀（
市
立
川
島
中
学
校
）

　

平
成
22
年
度
徳
島
県
中
学
校
新

人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

男
子
個

人　

優
勝

清
岡　

直
通（
市
立
川
島
中
学
校
）

　

平
成
22
年
度
徳
島
県
中
学
校
新

人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

男
子
個

人　

優
勝

鴨
島
第
一
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
（
鴨
島
第
一
中
学
校
）

　

第
64
回
徳
島
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子　

優

勝
な
ど

鴨
島
第
一
中
学
校
軟
式
野
球
部

（
鴨
島
第
一
中
学
校
）

　

第
27
回
全
日
本
少
年
軟
式
野
球

四
国
大
会　

優
勝
な
ど

山
川
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
（
山
川
中
学
校
）

　

第
23
回
女
子
四
国
中
学
生
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
強
化
大
会　

準
優
勝

川
田
西
小
学
校
レ
ッ
ド
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
（
川
田
西
小
学
校
）

　

第
６
回
全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
選
手
権
大
会　

四
国
ブ
ロ
ッ

ク
予
選　

優
勝
／
第
６
回
全
国
小

学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会

ベ
ス
ト
８

市表彰受賞者

市教育表彰受賞者

　

11
月
2
日
、
東
海
大
学
校
友
会

館
で
、
優
良
公
民
館
の
表
彰
式
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
鴨
島
公

民
館
が
文
部
科
学
大
臣
に
よ
る
、

第
63
回
優
良
公
民
館
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
（
株
式
会
社

松
島
組
）
で
の
運
営
の
も
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
色
の
あ
る
事
業
と
し
て
、「
吉

野
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
高
く
評

価
さ
れ
、
吉
野
川
ブ
ラ
ン
ド
の
創

出
な
ど
、
事
業
内
容
・
方
法
等
に

工
夫
を
こ
ら
し
、
地
域
の
伝
統
文

化
の
講
演
な
ど
、
地
域
住
民
の
学

習
活
動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

賞状と記念品を手に記念撮影

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
飛
び
出
す
な　

あ
な
た
の
命　

一
つ
だ
け

木
村　

聖
菜
（
森
山
小
学
校
２
年
）

同
窓
会
の
開
催
案
内
等
に

郵
送
助
成
の
チ
ャ
ン
ス
！

問
い
合
わ
せ

種　　類 年末収集最終日 年始収集開始日
ペットボトル １２月　６日（月） 平成23年１月　６日（木）
カン・金属 １２月　１日（水） 平成23年１月　５日（水）
新聞紙 １２月　８日（水） 平成23年１月１２日（水）
段ボール １２月　２日（木） 平成23年１月１３日（木）
ビン類 １２月１５日（水） 平成23年１月１９日（水）

雑誌・雑がみ １２月　９日（木） 平成23年１月２０日（木）
粗大ごみ自己搬入 １２月２６日（日） 平成23年１月１０日（月）

埋立ごみ １２月２２日（水） 平成23年１月２６日（水）
複合ごみ １２月１６日（木） 平成23年１月２７日（木）

蛍光管・乾電池 １２月２２日（水） 平成23年１月２６日（水）
もやせるごみ １２月２８日（火） 平成23年１月　４日（火）
衣　類 １２月２７日（月） 平成23年１月２４日（月）

地域名 もやせるごみ
資　源　ご　み もやせないごみ

カン・ビン類 ペットボトル 古紙類
ふとん 衣類 複合ごみ

埋立ごみ・危険なごみ

年　

末

A地域 12月27日㈪
12月１日
㈬

12月２日
㈭

新聞紙・ふとん  12月14日㈫
段ボール　　12月17日㈮
雑誌・雑がみ・ふとん 12月21日㈫

－ 12月15日
㈬

B地域 12月28日㈫
12月８日
㈬

12月９日
㈭

新聞紙・ふとん  12月13日㈪
雑誌・雑がみ・ふとん 12月20日㈪
段ボール　　12月24日㈮

－ 12月22日
㈬

年　
　

始

A地域
平成23年
１月６日
㈭

平成23年
１月５日
㈬

－

段ボール
平成23年１月７日㈮

新聞紙・ふとん
平成23年１月11日㈫

雑誌・雑がみ・ふとん
平成23年１月18日㈫

平成23年
１月20日
㈭

平成23年
１月19日
㈬

B地域
平成23年
１月４日
㈫

平成23年
１月12日
㈬

平成23年
１月13日
㈭

段ボール
平成23年１月14日㈮

雑誌・雑がみ・ふとん
　平成22年１月17日㈪
新聞紙・ふとん
平成23年１月24日㈪

平成23年
１月27日
㈭

平成23年
１月26日
㈬

年
末
年
始
業
務

▼
川
島
・
山
川
・
美
郷
地
区

市
環
境
セ
ン
タ
ー　
　
☎
㉔
５
６
９
７

問
い
合
わ
せ

市
西
環
境
セ
ン
タ
ー　
☎
42
５
３
３
３

問
い
合
わ
せ

●
一
般
業
務

　

市
役
所
・
川
島
・
山
川
・
美
郷
庁
舎

は
、
12
月
29
日
㈬
か
ら
来
年
１
月
３
日

㈪
ま
で
閉
庁
し
ま
す
。

●
戸
籍
関
係
業
務

　

戸
籍
届
出
（
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な

ど
）
の
受
領
は
、
閉
庁
期
間
中
で
も
市

役
所
お
よ
び
山
川
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
29
日
㈬
か
ら
１
月
３
日

㈪
ま
で
は
、
印
鑑
登
録
証
明
書
・
住
民

票
自
動
交
付
機
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

市
市
民
生
活
課　
　
　
☎
㉒
２
２
１
０

●
ご
み
収
集
業
務

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
業
務
は
次
の

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
Ａ
地
域
の
も

や
せ
る
ご
み
は
12
月
27
日
㈪
、
Ｂ
地
域

は
12
月
28
日
㈫
が
最
終
日
と
な
り
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

年
末
の
ご
み
は
早
め
に
整
理
し
、
決

め
ら
れ
た
日
時
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
鴨
島
地
区

ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

　

同
窓
会
等
の
幹
事
さ
ん
に
、
耳
よ
り

な
お
知
ら
せ
で
す
。

　

開
催
案
内
な
ど
の
送
付
に
係
る
費
用

を
１
通
当
た
り
90
円
を
上
限
と
し
て
、

助
成
し
ま
す
。

　

条
件
は
、
同
窓
会
の
開
催
案
内
の
送

付
先
が
県
外
在
住
者
で
あ
る
こ
と
と
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
と
く
し
ま
移
住
ガ
イ

ド
」
を
同
封
す
る
こ
と
だ
け
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
ふ
る
さ
と

徳
島
の
様
子
や
移
住
者
の
声
、
Ｕ
タ
ー

ン
者
の
受
け
入
れ
環
境
な
ど
を
紹
介
す

る
も
の
で
す
。

　

郵
送
助
成
を
受
け
た
い
方
は
、
１
月

31
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
商
工
観
光
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
６
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広報よしのがわ

お
う
だ
ん
ほ
ど
う　

よ
く
見
て
ね　

た
か
く
上
が
っ
た
も
み
じ
の
手

藤
井　

香
里
（
鴨
島
小
学
校
２
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

平
成
23
年
度
「
建
設
工
事
等
」

の
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
受
付

　

吉
野
川
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等

の
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
と
お
り
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
水
道
課
へ
の
提
出
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
・
提
出
方
法　

平
成
23
年
１
月
15
日
㈯
〜
２
月
28
日
㈪

　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）。郵
送
の
場
合
２
月
28
日
㈪
必
着
。

有
効
期
間　

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら

　

吉
野
川
市
で
は
、
競
争
性
、
透
明

性
を
高
め
、
よ
り
公
正
な
入
札
制
度

を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
行
政
事
務

の
効
率
化
や
入
札
参
加
者
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
原
則
と
し
て
、
す

べ
て
の
案
件
（
建
設
工
事
お
よ
び
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
）
に

お
い
て
全
業
者
（
県
内
、
県
外
含
）

お
よ
び
業
種
を
対
象
に
徳
島
県
電
子

入
札
シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用
し
て
電

子
入
札
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

集積所の資源ごみを持ち去ることは、犯罪です。刑法により罰せられます。

平
成
24
年
５
月
31
日
ま
で
１
年
間
（
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
も
１
年

間
と
な
り
ま
す
）

申
請
書　

徳
島
県
様
式
ま
た
は
中
央
公

共
工
事
契
約
制
度
運
用
連
絡
協
議
会
統

一
様
式（
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
つ
づ
り
）

添
付
書
類  

写
し
可
。
た
だ
し
、
委
任

状
、
使
用
印
鑑
届
、
市
税
の
納
税
証
明

書
（
※
法
人
・
代
表
者
・
各
役
員
個
別

に
申
請
必
要
）
に
つ
い
て
は
原
本
と
し

ま
す
。
ま
た
、
各
証
明
書
類
は
申
請
書

提
出
時
の
直
前
３
カ
月
以
内
の
も
の
と

し
ま
す
。

【
共
通
必
要
書
類
】

▼
営
業
所
一
覧
表
▼
納
税
証
明
書
﹇
①

法
人
税
（
ま
た
は
所
得
税
）、
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
②
県
民
税
お
よ
び

事
業
税
（
県
内
に
営
業
所
等
を
有
す
る

業
者
の
場
合
）
③
法
人
お
よ
び
代
表

者
・
そ
の
他
役
員
の
市
税
の
納
税
証
明

書
（
吉
野
川
市
に
納
税
義
務
を
有
す
る

方
）﹈
▼
登
記
事
項
証
明
書
（
法
人
の

場
合
）
▼
身
分
証
明
書
（
個
人
業
者
の

場
合
）
▼
委
任
状
（
年
間
委
任
の
場
合
）

▼
営
業
所
の
写
真
お
よ
び
所
在
図
面
▼

業
者
カ
ー
ド
▼
職
員
数
調
▼
使
用
印
鑑

届【
建
設
工
事
】

▼
工
事
施
工
金
額
調
書
▼
工
事
経
歴
書

▼
法
に
基
づ
く
建
設
業
の
許
可
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
▼
労
働
保

険
料
納
付
済
証
明
書
▼
建
設
業
退
職
金

共
済
組
合
加
入
・
履
行
証
明
書
（
総
合

評
定
値
通
知
書
で
建
設
業
退
職
金
共
済

制
度
加
入
が
「
無
」
の
場
合
の
み
）
▼

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
加
入
証
明

書
（
土
木
一
式
工
事
ま
た
は
建
築
一
式

工
事
の
経
営
事
項
審
査
を
受
審
し
て
申

請
を
す
る
場
合
）
▼
経
営
事
項
審
査
の

結
果
を
証
す
る
書
面
▼
特
殊
機
械
所
有

状
況
等
報
告
書
（
舗
装
工
事
・
道
路
区

画
線
工
事
・
法
面
処
理
工
事
を
希
望
す

る
場
合
）

【
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
】

▼
測
量
等
実
績
調
書
▼
技
術
者
経
歴
書

▼
登
録
証
明
書
▼
財
務
諸
表

※
土
地
家
屋
調
査
士
に
つ
い
て
も
本
様

式
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
７
６-

８
６
１
１　

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
建
設
部
監
理
課

　
　
☎
㉒
２
２
５
２

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

徳
島
県
交
通
安
全
協
会
で
は
、
協
会

の
会
員
を
対
象
に
、
長
年
に
わ
た
り
無

事
故
・
無
違
反
で
、
交
通
規
則
を
よ
く

守
り
、
常
に
安
全
運
転
に
心
が
け
、
ほ

か
の
運
転
者
の
規
範
と
な
る
方
の
表
彰

を
行
い
ま
す
。

　

表
彰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
10
年
以
上
、
15

年
以
上
、
20
年
以
上
、
30
年
以
上
の
無

事
故
・
無
違
反
の
方
と
し
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
方
は
、
１
月
28
日
㈮
ま
で
に
次

の
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
表
彰
人
員
は
80
人
程
度
で
す

の
で
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
事
務

局
で
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
務
局　

吉
野
川
警
察
署
内　

吉
野
川

市
交
通
安
全
協
会　
　
☎
㉕
６
１
１
０

優
良
運
転
者
表
彰

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
お
み
や
げ
は　

た
っ
た
ひ
と
つ　

え
が
お
で
た
だ
い
ま

松
井　

美
夏
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
２
年
）

平
成
23
・
24
年
度
「
物
品
購
入

等
」
の
指
名
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
受
付

認
定
農
業
者
に
な
ろ
う

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

　

吉
野
川
市
が
発
注
す
る
物
品
購
入
等

の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
次

の
と
お
り
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

参
加
者
の
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
。

●
民
法
第
19
条
第
１
項
に
規
定
す
る
制

限
行
為
能
力
者
（
未
成
年
者
、
成
年
被

後
見
人
、
被
保
佐
人
お
よ
び
第
17
条
第

１
項
の
審
判
を
受
け
た
被
補
助
人
を
い

う
）

●
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の

受
付
期
間
・
提
出
方
法

平
成
23
年
１
月
15
日
㈯
〜
２
月
28
日
㈪

　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝

日
は
除
く
）。

　

郵
送
の
場
合
は
、
２
月
28
日
㈪
必
着
。

有
効
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

提
出
書
類

▼
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
▼
経
歴

　

国
・
県
が
推
奨
し
て
い
る
認
定
農
業

者
制
度
は
、
農
業
経
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
を
め
ざ
し
た
個
々
の
経
営
改
善
計

画
に
基
づ
き
（
５
年
間
）、
そ
の
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
を
関
係
機
関
や
団

体
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

認
定
農
業
者
制
度
は
、
今
後
、
国
が

活
用
と
制
度
の
推
進
を
掲
げ
て
お
り
現

行
の
制
度
資
金
や
品
目
ご
と
の
経
営
安

定
対
策
な
ど
の
支
援
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
条
件
等
、詳
し
く
は
農
業
振
興
課（
市

役
所
２
階
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

市
農
業
振
興
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
８

と
き　

12
月
26
日
㈰
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
１
階
相
談

室内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
相
談

市
税
務
課　

徴
収
係

　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
５

　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。

書
▼
法
人
に
あ
っ
て
は
登
記
事
項
証
明

書
（
様
式
任
意
に
よ
る
営
業
所
一
覧
表

を
添
付
す
る
こ
と
）、
個
人
事
業
者
に

あ
っ
て
は
申
請
に
係
る
営
業
を
現
に
し

て
い
る
旨
を
証
明
す
る
書
面
お
よ
び
成

年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補
助
人

と
す
る
記
録
が
な
い
証
明
書
ま
た
は
誓

約
書
▼
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算

書
（
個
人
事
業
者
で
あ
っ
て
青
色
申
告

を
し
て
い
な
い
方
は
、
収
入
・
支
出
の

分
か
る
も
の
）
▼
納
税
証
明
書
〔
①
法

人
税
（
ま
た
は
所
得
税
）、
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税　

②
県
民
税
お
よ
び

事
業
税
（
県
内
に
営
業
所
等
を
有
す
る

業
者
の
場
合
）③
法
人
お
よ
び
代
表
者
・

そ
の
他
役
員
の
市
税
（
吉
野
川
市
に
納

税
義
務
を
有
す
る
方
）〕
▼
印
鑑
証
明

書
▼
使
用
印
鑑
届
▼
特
約
店
ま
た
は
代

理
店
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
を
証
明
す
る

書
面
▼
営
業
に
関
し
、
許
可
、
認
可
等

を
必
要
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ

れ
ら
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
面
の
写
し
▼
契
約
の
締
結
に
つ
き
支

店
、
営
業
所
等
に
属
す
る
方
を
代
理
人

に
選
任
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
委
任

状※
提
出
書
類
は
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
つ
づ
り

と
し
、
写
し
可
。
た
だ
し
、
申
請
書
、

個
人
事
業
者
に
係
る
営
業
証
明
書
お
よ

び
誓
約
書
、
市
税
の
納
税
証
明
書
（
法

人
・
代
表
者
・
各
役
員
個
別
に
申
請
必

要
）、
使
用
印
鑑
届
、
委
任
状
に
つ
い

て
は
原
本
と
し
ま
す
。
ま
た
、
各
証
明

書
類
は
申
請
書
提
出
時
の
直
前
３
カ
月

以
内
の
も
の
と
し
ま
す
。

受
理
票

　

郵
送
の
場
合
は
、返
信
用
は
が
き（
あ

て
名
記
載
済
み
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

　

持
参
の
場
合
は
、
受
理
票
（
貴
社
作

成
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
７
６-

８
６
１
１　

吉
野
川
市
鴨

島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
総
務
部
総
務
課　

財
産
管
理

係　
　
　
　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
３
１

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/
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あ
っ
あ
ぶ
な
い
！
そ
う
お
も
っ
て
か
ら
は　

お
そ
い
の
だ

森
定　

琴
美
（
西
麻
植
小
学
校
２
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
耕
作
面
積
や
家
族
等
の
状
況
に

つ
い
て
、
農
家
の
方
か
ら
の
申
請
に
基

づ
き
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
中
旬
に
は
、
各
農
家
に
「
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」（
平
成
23
年
１

月
１
日
現
在
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
次

の
①
〜
④
ま
で
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
農
業

委
員
会
（
市
役
所
２
階
）
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
に
は
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

該
当
者

①
吉
野
川
市
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成
23
年
３
月
31
日
（
選
挙
人
名
簿

確
定
期
日
）
ま
で
に
年
齢
が
満
20
歳
以

上
の
方
（
平
成
３
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
）

③
１
０
０
０
㎡
＝
10
ａ
＝
１
反
３
分
以

上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む

方
、
お
よ
び
そ
の
方
の
親
族
ま
た
は
配

偶
者

④
耕
作
従
事
日
数
が
省
令
で
定
め
ら
れ

る
日
数
（
お
お
む
ね
60
日
）
以
上
の
方

雑紙は　雑誌の日　袋いらないので　得します。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

平
成
23
年
度
の
幼
稚
園
児
を
募
集
し

ま
す
。
該
当
者
に
は
平
成
23
年
１
月
中

旬
に
入
園
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

指
定
の
幼
稚
園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
方
、
そ
の

ほ
か
入
園
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
指
定

の
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
園
該
当
児

◆
年
少
組　

平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

入
園
該
当
児

平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４

月
１
日
生
ま
れ

保
育
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時
（
曜
日
に

よ
っ
て
変
更
あ
り
）

預
か
り
保
育
（
め
ぐ
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

　

希
望
さ
れ
る
方
に
、
幼
稚
園
の
保
育

時
間
を
除
い
て
、
午
前
７
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で
預
か
り
保
育
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
・
冬
・
春
休
み

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

め
ぐ
み
幼
稚
園　
　
　
☎
㉔
２
４
３
５

◆
年
長
組　

平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ

保
育
時
間　

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
２

時※
７
月
上
旬
か
ら
９
月
中
旬
ま
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
体
力
面
や
暑
い
時
期
の

お
弁
当
を
考
慮
し
、
降
園
時
間
が
正
午

と
な
り
ま
す
。

保
育
料　

月
額
６
０
０
０
円
（
※
教
材

費
が
別
途
必
要
）

  

預
か
り
保
育

対
象
児　

吉
野
川
市
立
幼
稚
園
の
全
園

児実
施
園　

鴨
島
幼
稚
園
、
山
瀬
幼
稚
園

実
施
時
間
・
利
用
料

◆
通
常
時　

幼
稚
園
終
了
後
〜
午
後
５

時
30
分
／
月
額
７
０
０
０
円
（
７
月
は

月
額
４
２
０
０
円
）

◆
夏
休
み　

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５

時
30
分
／
月
額
２
５
０
０
０
円

※
通
常
保
育
・
預
か
り
保
育
と
も
に
家

庭
で
の
送
迎
・
お
弁
当
が
必
要
で
す
。

上
浦
幼
稚
園　
　
　
　
☎
㉔
８
８
９
７

牛
島
幼
稚
園　
　
　
　
☎
㉔
８
８
９
６

森
山
幼
稚
園　
　
　
　
☎
㉔
８
８
９
５

鴨
島
幼
稚
園　
　
　
　
☎
㉔
６
３
９
１

飯
尾
敷
地
幼
稚
園　
　
☎
㉔
７
９
０
６

市
立
幼
稚
園　

園
児
募
集

め
ぐ
み
幼
稚
園　

園
児
募
集

問
い
合
わ
せ

提
出
期
限　

平
成
23
年
１
月
10
日
㈪

※
今
回
は
１
月
10
日
が
祝
日
（
閉
庁
）

に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
か
ぎ
り

１
月
７
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
１
月
10
日
㈪
に
直
接
持
参

さ
れ
る
方
は
、
鴨
島
・
山
川
庁
舎
当
直

者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

※
要
件
を
満
た
し
て
い
な
が
ら
申
請
書

が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

市
農
業
委
員
会　
　
　
☎
㉒
２
２
２
７

西
麻
植
幼
稚
園　
　
　
☎
㉔
９
１
７
２

知
恵
島
幼
稚
園　
　
　
☎
㉔
８
８
９
４

川
島
幼
稚
園　
　
　
　
☎
㉕
２
３
８
０

学
島
幼
稚
園　
　
　
　
☎
㉕
４
０
１
８

山
瀬
幼
稚
園　
　
　
　
☎
42
５
８
８
４

川
田
幼
稚
園　
　
　
　
☎
42
２
０
１
０

川
田
中
幼
稚
園　
　
　
☎
42
２
０
２
２

川
田
西
幼
稚
園　
　
　
☎
42
２
２
０
１

種
野
幼
稚
園　
　
　
　
☎
43
２
９
０
０

市
学
校
教
育
課　
　
　
☎
42
４
１
１
４



問
い
合
わ
せ
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広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
う
ん
て
ん
し
ゅ
さ
ん　

ぼ
く
が
あ
る
く
の　

み
え
ま
す
か

三
宅　

明
伸
（
知
恵
島
小
学
校
１
年
）

第
10
回
吉
野
川
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

と
き　

平
成
23
年
２
月
27
日
㈰

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
鴨
島
運
動
場
（
開

会
式
、
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

コ
ー
ス　

●
ハ
ー
フ
（
参
加
資
格
：
16
歳
以
上
、

参
加
費
３
０
０
０
円
）

●
10
㎞
（
参
加
資
格
：
16
歳
以
上
、
参

加
費
３
０
０
０
円
）

●
３
㎞
（
参
加
資
格
：
小
学
４
年
生
以

上
・
中
学
生
、
参
加
費
無
料
）

募
集
人
数　

２
０
０
０
人
（
先
着
順
）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
3.ocn.ne.jp/~yosiri

ku/吉
野
川
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
生
涯
学

習
課
内
）　　
　
　
　
　
☎
42
４
１
１
７

古着は、指定の日に燃やせないごみの指定袋に入れて出してください。
市役所フリーマーケット会場でも回収を行っています。

●●●● 水道課からのお知らせ ●●●●
　吉野川市では、平成23年度から上水道料金（簡易水道を含む）と下水道使用料（公共下水道・特
定環境保全公共下水道・農業集落排水）の一体徴収を開始します。
　これに先立ちまして、「一体徴収」についてのご説明をいたします。

                  １．一体徴収って？
　これまでは別々に請求しておりました、毎月の水道料金・下水道使用料について、まとめて一通の
納付書、または一度の口座振替での請求とさせていただくことです。

２．何でそんなことをするの？
　下水道使用量は主に上水道使用水量を基に算出しています。したがって、一体徴収を行うことで業
務の効率化を図ることができます。例えば、電話での料金のお問い合わせや名義変更の方法等につい
ても一つの窓口でお答えできるようになります。
　また、請求を一本化することで、用紙や郵便代、口座振替費用などの経費削減が見込まれることも
あげられます。

３．上水道と下水道で使用者名義が違うのですが…
　確かに、上水道と下水道の使用者名義が異なっている方がいらっしゃいます。名義変更の際に一方
だけ手続きして、他方は忘れていた、等の理由が考えられます。
　今回の一体徴収では、使用者を統一し、上下水道料金を合算して請求させていただきますので、現
状で使用者名義が異なっているお客様におきましては、名義を統一していただく必要が生じます。　

４．口座振替だから関係無い？
　関係ある方もいらっしゃいます。それは振替口座の統一です。現在、口座振替をしていただいてい
るお客様の中には、上水道と下水道の引き落とし口座が異なっている方がいらっしゃいます。前述の
とおり、一体徴収開始の際には、合算した金額を一つの口座から引き落としますので、上水道と下水
道とで振替口座が異なっているお客様は、振替口座の統一をしていただく必要が生じます。

                  ５．統一できていないお客様へのお願い！
　現在、水道課では下水道課と共に、上記事項の統一ができていないお客様に対し、手続きを実施し
ています。
　まだ手続きがお済みでない方につきましては、お手数ですがご協力をお願いします。

                  ※ なお、上下水道の使用者名義も振替口座も同じ、という方につきましては、特に手続きは必要ござ
いません。今後ともよろしくお願いいたします。

●連絡先　市水道課 ☎423199　　市下水道課 ☎423399



問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

17 2010年（平成22年）12月8日

広報よしのがわ

事
故
ま
ね
く　

わ
き
見　

と
び
出
し　

気
の
ゆ
る
み

角
野　

新
奈　
（
川
島
小
学
校
５
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

第
10
回
吉
野
川
市
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

被
害
者
支
援
活
動
お
よ
び

犯
罪
被
害
給
付
制
度

戦
後
強
制
抑
留
者
の

皆
さ
ん
へ

　

家
庭
内
の
不
用
品
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
ま
せ
ん
か
！

と
き　

12
月
26
日
㈰
午
前
８
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

市
役
所
西
側
イ
ベ
ン
ト

広
場

出
店
料　

無
料

※
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
衣
類
（
古
着
類
）
の
回
収
も
行

っ
て
い
ま
す
。

※
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
、
た

く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※
次
回
の
開
催
は
、
平
成
23
年
３

月
27
日
㈰
で
す
。

市
環
境
企
画
課　
☎
㉒
２
２
３
０

　

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
始

ま
り
ま
し
た
。

・
対
象
者
は
戦
後
強
制
抑
留
者
で

平
成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍

を
有
す
る
ご
存
命
の
方
で
す
。

・
請
求
受
付
期
間
は
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

・
ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な

い
方
は
、
左
記
ま
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
当
基
金
か
ら
請
求
書

類
を
お
送
り
し
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金　

特
別
給
付
金
担
当   

☎
０
５
７
０
（
０
５
９
）
２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

☎
０
３
（
５
８
６
０
）
２
７
４
８

受
付
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午

後
６
時
（
土
・
日
・
祝
は
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
）

 

犯
罪
被
害
相
談
窓
口

　

ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

犯
罪
被
害
で
心
に
悩
み
な
ど
が

あ
る
方
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

徳
島
県
警
察
犯
罪
被
害
者
相
談
所

☎
０
８
８
（
６
５
６
）
８
０
８
０

 

犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

通
り
魔
殺
人
な
ど
の
故
意
の
犯

罪
行
為
に
よ
り
、
不
慮
の
死
を
遂

げ
た
被
害
者
の
ご
遺
族
や
、
重
傷

病
や
障
害
を
負
っ
た
被
害
者
の
方

に
対
し
て
、
国
が
犯
罪
被
害
者
等

す
る
方
は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る

公
安
委
員
会
へ
の
申
請
が
必
要
で

す
。

　

申
請
は
、
平
成
22
年
12
月
17
日

㈮
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
方
は
、
お
早
め
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

徳
島
県
警
察
本
部

警
務
課
犯
罪
被
害
者
支
援
室

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
３
１
０
１

（
内
線
２
６
６
１
・
２
６
６
２
）

 

被
害
相
談
専
用
電
話
一
覧
表

　

江
川
・
鴨
島
公
園
の
樹
木
に
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
る
人
を
募

集
し
ま
す
。
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ

で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
先
着
５
組
を
募

集
し
ま
す
。

点
灯
期
間　

12
月
15
日
㈬
〜
平
成

23
年
１
月
16
日
㈰　

と
こ
ろ　

江
川
・
鴨
島
公
園
内
の

指
定
場
所　

費
用　

参
加
費
・
電
気
代
不
要
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
参
加
者

負
担

※
な
お
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
付
け
、
撤
去
は
参
加
者
に
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
取
り
付
け
、

撤
去
時
の
事
故
に
つ
き
ま
し
て
は
、

自
己
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
個
所
に
コ
ン
セ
ン
ト
の
設
置

は
し
ま
す
が
、
総
容
量
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

鴨
島
公
民
館　

   

☎
㉔
５
１
１
１

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

徳
島
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
支

援
室

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
３
１
０
１

（
内
線
２
６
６
１
・
２
６
６
２
）

 

指
定
被
害
者
支
援
員
制
度

　

殺
人
、
性
犯
罪
等
の
事
件
、
ひ

き
逃
げ
、
交
通
死
亡
事
故
な
ど
の

被
害
者
の
方
々
に
対
し
て
、
警
察

職
員
が
事
件
の
発
生
直
後
か
ら
各

種
の
被
害
者
支
援
を
行
う
「
指
定

被
害
者
支
援
員
制
度
」
を
運
用
し

て
い
ま
す
。

 

警
察
署
単
位
の
「
犯
罪
被
害
者

 

支
援
連
絡
協
議
会
」
の
設
立

　

犯
罪
被
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
を
行
う
た
め
、
被
害
者
に

身
近
な
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体

（
市
町
村
役
場
、
医
療
、
教
育
機

関
等
）
で
組
織
し
た
各
警
察
署
単

位
の
「
犯
罪
被
害
者
支
援
連
絡
協

議
会
」
を
設
立
し
て
各
種
の
被
害

者
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

 

オ
ウ
ム
真
理
教
被
害
者
給
付
金

 

に
つ
い
て

　

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
犯
罪
事

件
（
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
）

に
よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

遺
族
や
、
負
傷
を
負
っ
た
方
な
ど

に
対
し
、
給
付
金
が
支
払
わ
れ
る

制
度
で
す
。

　

給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と

名　称 電話番号 設置場所
警察安全相談
（ＤＶ・ストーカー・
悪質商法など）

088－653－9110
または＃9110

徳島県警察本部生活安全企画
課　警察総合相談センター

犯罪被害者相談・
心のケア

088－656－8080
（休日を除く9：30～16：00）

徳島県警察犯罪被害者相談所
（徳島県林業センター２階）

子どもたちの悩みご
と相談
（ヤングテレフォン）

088－625－8900
（平日8：30～17：15夜間
休日留守番電話） 徳島県警察本部少年課

少年サポートセンター子どもたちのいじめ
に関する相談
（いじめホットライン）

088－623－7324
（24時間対応、夜間休日
は総合当直が対応）

メ
モ
リ
ア
ル
・
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
リ
ー

あ
な
た
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
、
公
園
を
飾
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？



《
交
通
安
全
標
語
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秀
作
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シ
ー
ト
ベ
ル
ト　

あ
な
た
を
守
る　

命
綱

大
和　

洸
貴　
（
学
島
小
学
校
６
年
）

182010年（平成22年）12月8日
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と
き　

１
月
５
日
㈬
午
後
３
時
〜

４
時

講
師　

国
立
病
院
機
構　

徳
島
病

院　

橋
口
修
二
さ
ん

と
き　

12
月
23
日
㈭
午
前
10
時
〜

正
午　

製
作
／
午
後
１
時
〜
３
時

た
こ
あ
げ

と
こ
ろ　

研
修
室
２
、鴨
島
運
動
場

講
師　

筒
井
豊
さ
ん
（
筒
井
さ
ん

が
連
だ
こ
を
あ
げ
て
く
れ
ま
す
）

定
員　

20
組

参
加
費　

５
０
０
円

準
備
物　

は
さ
み

と
き　

平
成
23
年
１
月
９
日
㈰
午

前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
校
１
〜
６
年
生　

定
員　

25
人

講
師　

吉
野
川
市
書
人
会

参
加
費　

無
料　

準
備
物　

必
要
な
物
は
書
人
会
で

用
意
し
ま
す
。

そ
の
他　

保
護
者
な
ど
同
伴
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
児
童
の
み
の
参

加
も
可
能
で
す
。

と
き　

１
月
６
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時

定
員　

小
学
３・４・５
年
生
で
30
人

講
師　

四
国
電
力
徳
島
支
店

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

12
月
15
日
㈬
か
ら

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

健
康
セ
ミ
ナ
ー（
糖
尿
病
と
神
経
内
科
）

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

よ
ん
で
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
前
授
業

い
ろ
い
ろ
な
電
池
を
作
ろ
う

親
子
た
こ
づ
く
り・た
こ
あ
げ
教
室

子
ど
も
書
き
初
め
教
室

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

　

子
ど
も
た
ち
の
周
辺
に
は
、
危

険
が
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
ま
す
。

町
の
中
に
あ
る
人
通
り
の
少
な
い

場
所
、
危
険
な
場
所
を
確
認
す
る

な
ど
し
て
、
子
ど
も
の
安
全
に
つ

い
て
も
う
一
度
話
し
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

○
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
り
ま
し

ょ
う
！

◆
子
ど
も
（
13
歳
未
満
）
が
被
害

に
遭
い
や
す
い
時
間
帯

午
後
１
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
の

下
校
時
〜
夕
食
時

◆
今
日
あ
っ
た
こ
と
を
子
ど
も
と

話
し
合
い
ま
し
ょ
う

・
親
に
話
す
と
し
か
ら
れ
る
と
思

っ
て
な
か
な
か
話
さ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

・
何
で
も
話
せ
る
よ
う
や
さ
し
く

声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

○
大
人
の
対
応
策

・
子
ど
も
の
行
動
を
日
ご
ろ
か
ら

把
握
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化

を
見
逃
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
道
路
、
公
園
、
学
校
等
の
防
犯

環
境
を
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

・
地
域
で
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

・
不
審
者
に
声
を
か
け
ら
れ
た
と

き
に
逃
げ
込
め
る
「
子
ど
も
を
守

る
１
１
０
番
の
家
・
店
」
を
把
握

し
て
、
子
ど
も
に
教
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
お
子
さ
ん
か
ら
不
審
者
に
関
す

る
情
報
を
得
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
さ
ん
に
は
、
次
の
こ
と

を
繰
り
返
し
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

・
で
き
る
だ
け
集
団
で
登
下
校
し
、

ま
た
一
人
で
遊
ば
せ
な
い
。

・
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
ら
れ

て
も
近
づ
か
な
い
。

・
知
ら
な
い
人
の
車
に
乗
ら
な
い
。

・
何
か
あ
っ
た
ら
大
声
で
助
け
を

求
め
る
。

・「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
す

ぐ
逃
げ
る
。

○
親
子
の
あ
い
こ
と
ば

〜
い
か
の
お
す
し
〜

い
か
・
・
・
行
か
な
い

の　

・
・
・
乗
ら
な
い

お　

・
・
・
大
声
を
出
す

す　

・
・
・
す
ぐ
逃
げ
る

し　

・
・
・
知
ら
せ
る

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

吉
野
川
警
察
署　
☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
☎
㉔
２
３
３
１

問
い
合
わ
せ

　

子
ど
も
が
犯
罪
被
害
に

　

遭
わ
な
い
た
め
に

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
ひ
と
と
き
を
ク

ラ
シ
ッ
ク
を
聴
き
な
が
ら
、
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

12
月
25
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

ホ
ー
ル

出
演
者　

川
真
田
加
穂
里
さ
ん
・

武
田
仁
美
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
近

藤
恵
美
さ
ん（
フ
ル
ー
ト
）、
平
賀

理
絵
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

入
場
料　

無
料（
た
だ
し
整
理
券

が
必
要
）

曲
目　

オ
ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
よ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー☎

㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

巡
回
職
業
相
談

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

12
月
20
日
㈪
、
１
月
７
日

㈮
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

12
月
８
日
㈬
、
１
月
12
日

㈬
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

第
１
３
２
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

連
絡
先

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

忌
部
楽
団
・
じ
ー
ん
ず

と
き　

12
月
19
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　
　
☎
㉔
３
７
２
５（
鎌
田
）

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

り
ミ
カ
エ
ラ
の
ア
リ
ア
、
「
ク
リ

ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
」
な
ど

と
き　

12
月
25
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

内
容　
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
幼
稚
園
以
下
の
幼
児
に
は

保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

こ
う
さ
ぎ
こ
ど
も
の
城
定
例
会
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ヘ
ル
メ
ッ
ト　

あ
な
た
を
守
る　

お
く
り
物

直
江　

瑠
那　
（
山
瀬
小
学
校
４
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

みんなで支えよう  ～介護保険～

第３回　介護サービスと保険料

　介護保険のサービス費用は税金や40歳以上の方
に納めていただく保険料でまかなわれています。サ
ービス費用の増加は保険料の増加につながります。
　適切なサービスの利用をしましょう。

 

社
会
全
体
で
介
護
保
険
を
支
え
て
い

 

ま
す

　

40
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
が
納
め
る
介

護
保
険
料
は
、
税
金
と
と
も
に
、
介
護

保
険
を
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源

と
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
料
は
３
年
ご

と
に
見
直
し
、
次
回
は
、
平
成
24
年
度

が
見
直
し
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

40
歳
か
ら
64
歳
の
方
（
第
２
号
被
保

険
者
）
の
保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
の
算
定
方
式
に
よ
り
決
ま
り

ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
市
町
村

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
ま
か
な
え

る
よ
う
に
算
出
さ
れ
た
「
基
準
額
」
を

も
と
に
本
人
の
収
入
や
所
得
、
世
帯
の

課
税
状
況
で
決
ま
り
ま
す
。

 

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
！

　

保
険
料
の
滞
納
が
続
く
場
合
、
未
納

期
間
に
応
じ
て
給
付
が
一
時
差
し
止
め

に
な
っ
た
り
、
利
用
者
負
担
が
１
割
か

ら
３
割
に
な
っ
た
り
す
る
措
置
が
と
ら

れ
ま
す
。

・
１
年
間
滞
納
し
た
場
合

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
、
い
っ

た
ん
利
用
料
の
全
額
を
自
己
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

・
１
年
６
カ
月
滞
納
し
た
場
合

　

市
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
は
ず
の
給
付

費
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
、
一
時
的
に

差
し
止
め
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
。
な
お
滞
納
が
続
く
場
合
は
差
し
止

め
ら
れ
た
額
か
ら
、
保
険
料
が
差
し
引

か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

　

介
護
保
険
料
の
未
納
期
間
に
応
じ
て
、

本
来
１
割
で
あ
る
利
用
者
負
担
が
３
割

に
引
き
あ
げ
ら
れ
た
り
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
人
を
み
ん
な
で
支
え
る
制
度
で
す
。

医
療
保
険
同
様
、
利
用
し
な
い
か
ら
と

い
っ
て
保
険
料
を
お
返
し
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●問い合わせ　市介護保険課　介護保険係　☎㉕6626

必要な時に申請をしましょう

自分が「してほしい」事だけ
にとらわれず必要なサービス
を利用しましょう。

　要支援・要介護の認定には有効期間が
あり、期間をすぎても引き続き介護サー
ビスを利用したい方は、更新手続きが必
要です。
　しかし、介護サービスを利用する予定
のない方は更新手続きをしないで、今後
必要になった時点で申請することができ
ます。
　１回の認定には、約12,000円の費用
がかかり、すべて税金でまかなわれてい
ます。
　利用される方の環境や身体の状態にあ
ったサービスが適切に受けられるよう、
必要時の申請にご協力をお願いします。

　介護サービスを利用されている方が事
業者や施設に支払っているのは利用料の
１割です。残りの９割は市（保険料や税金）
から支払われています。
　介護保険のサービスは、介護を必要と
するようになっても、自立した生活を送
ることができるように、必要なサービス
を提供する制度です。自分がして欲しい
ことすべてが介護保険のサービスでかな
えられるわけではありません。
　「便利だからしてほしい」ではなく、自
分でできることは自分でしましょう。
　みなさんの大切な保険料や税金でまか
なわれている制度です。大事に利用しま
しょう。

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627
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よ
く
み
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安
全
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佐
藤　

真
幸　
（
川
田
小
学
校
６
年
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12　
　
　
　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
8 水 9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島

健
康
チ
ェ
ッ
ク

介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操

9 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操

13 月
9：30～10：30 森藤集会所 鴨　島 栄養のお話（食物せんい）
13：30～14：30 立石公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 敷地老人憩の家 鴨　島 楽 し い 脳 体 操

14 火 9：30～10：30 川島公民館学西分館 川　島
13：30～14：30 牛島集会所 鴨　島

15 水 9：30～10：30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川　島 栄養のお話（食物せんい）
16 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島
17 金 13：30～14：30 飯尾会館 鴨　島 介 護 予 防 体 操
20 月 9：30～10：30 山瀬地区公民館 山　川

21 火
9：30～10：30 城戸下浦高開集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操
9：30～10：30 喜来老人憩の家 鴨　島
13：30～14：30 湯立会館 山　川 介 護 予 防 体 操

22 水 9：30～10：30 千田公会堂 鴨　島
24 金 9：30～10：30 鍛冶屋敷公会堂 川　島 口腔（こうくう）ケア

13：30～14：30 上谷集落センター 美　郷 栄養のお話（食物せんい）

１　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
6 木 9：30～10：30 忌部農業構造改善センター 山　川

健
康
チ
ェ
ッ
ク

介 護 予 防 体 操
7 金 9：30～10：30 川島公民館岡山分館 川　島 口 腔 ケ ア

11 火
9：30～10：30 三山老人憩の家 美　郷 口 腔 ケ ア
9：30～10：30 川島老人福祉センター 川　島 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 川島公民館 川　島

12 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島 介 護 予 防 体 操
13 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島
14 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島

12月・1月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。　
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎㉕6627

中
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
に
よ
り

徐
々
に
気
管
支
や
肺
胞
が
傷
害
、

破
壊
さ
れ
て
い
き
、
喫
煙
習
慣
を

20
〜
40
年
ぐ
ら
い
継
続
し
た
場
合

に
発
症
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

自
覚
症
状
に
は
長
引
く
咳
や
喀か

く

痰た
ん

、
動
作
時
の
息
切
れ
と
い
っ
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。
診
断
に
は
こ

の
よ
う
な
自
覚
症
状
や
喫
煙
習
慣

が
有
る
こ
と
に
加
え
て
、
ス
パ
イ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
う
機
械
を
用
い

た
呼
吸
機
能
検
査
や
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
な
ど
が
必
要
で
す
。
例

え
ば
、
比
較
的
長
期
間
の
喫
煙
習

慣
の
あ
る
人
で
平
地
で
の
歩
行
は

問
題
な
く
て
も
、
階
段
や
坂
道
を

登
る
際
に
息
切
れ
を
強
く
自
覚
す

る
よ
う
に
な
っ
た
人
に
は
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
の
疑
い
が
あ
り
、
早

期
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
精
査

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
治
療
法

と
し
て
は
、
ま
ず
禁
煙
が
非
常
に

重
要
で
、
禁
煙
す
る
こ
と
に
よ
り

病
気
の
進
行
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
近
年
、
長
時
間
作
用
型
気
管

支
拡
張
剤
の
吸
入
薬
や
ス
テ
ロ
イ

ド
吸
入
薬
に
よ
る
治
療
が
進
歩
し
、

軽
症
か
ら
中
等
症
ぐ
ら
い
の
ケ
ー

ス
で
は
か
な
り
自
覚
症
状
の
改
善

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

最
近
、
高
齢
化
と
と
も
に
増
加

し
て
き
て
い
る
肺
の
病
気
に
慢
性

閉へ
い

塞そ
く

性
肺
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
病
気
は
肺
の
生
活
習
慣
病
と
呼

ば
れ
、
喫
煙
習
慣
の
あ
る
60
歳
以

上
の
年
齢
層
で
は
３
人
に
１
人
の

人
が
発
症
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
と
は
、
外

気
と
肺
の
間
で
空
気
の
通
路
と
な

っ
て
い
る
気
管
支
に
お
い
て
持
続

的
な
炎
症
に
よ
り
気
管
支
の
壁
が

厚
く
な
っ
た
り
、
粘
膜
が
腫
れ
た

り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
内
腔

が
狭
く
な
る
慢
性
気
管
支
炎
と
肺

組
織
の
構
成
単
位
で
あ
る
肺
胞
と

い
う
袋
の
壁
が
破
壊
さ
れ
て
拡
大

し
、
弾
力
性
を
失
う
肺
気
腫
と
い

う
２
つ
の
病
気
を
総
称
し
た
疾
患

名
で
す
。

　

こ
の
病
気
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど

は
喫
煙
で
あ
り
、
タ
バ
コ
の
煙
の

『
ま
ち
の
ド
ク
タ
ー
⑭
』

『
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
に
つ
い
て
』

麻
植
協
同
病
院

内
科
呼
吸
器
部
長　

遠
藤　

健

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9：00～16：00（土・日・祝日・年末年始除く）



ま
も
っ
て
あ
ん
し
ん　

こ
う
つ
う
る
ー
る

京
野　

大
誠　
（
川
田
西
小
学
校
１
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
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12月・1月
●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 12月 1月
矢 田 医 院 25－2006 8 ㉓
木村内科胃腸科 24－6413 9
谷 医 院 42－2353 10
鈴木内科（敷地）24－5880 11 14
石 原 小 児 科 24－2388 ⑫
阿 部 整 形 外 科 24－4880 13 15
鈴木内科（喜来）24－3413 14 17
岸 整 形 外 科 25－3133 15 18
鴨 島 病 院 24－6565 16 19
富 本 医 院 42－3123 17 20
工 藤 内 科 医 院 42－3113 18 21
糸 田 川 眼 科 24－2531 ⑲
井 内 内 科 24－3070 20 24
高橋皮膚科クリニック 24－5122 21 22
島 野 外 科 内 科 25－3060 22 25

医　院　名 電話番号 12月 1月
古本内科クリニック 24－7377 ㉓
杏 和 医 院 22－0333 24 26
松 永 医 院 42－2110 25・㉖
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 27 28
石原内科循環器科 24－2536 28 31
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 29
森 住 内 科 医 院 22－3010 30
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 ㉛ 29
あ お ぞ ら 内 科 22－1131 ①
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 ②
後 藤 田 外 科 24－2720 ③
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 4
さ く ら 診 療 所 42－5520 5
麻名内科外科クリニック 26－0020 6
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 7

医　院　名 電話番号 12月 1月
三木リハビリテーション病院 42－6616 8
渡 辺 医 院 24－7177 ⑨
四 宮 医 院 25－2016 ⑩
糸田川クリニック 24－7555 11
和田耳鼻咽喉科 24－2566 12
梶本胃腸科内科 24－2413 13
美 摩 病 院 24－2957 ⑯
中西内科クリニック 42－6755 27
杉 山 医 院 25－2802 ㉚

休日･夜間在宅当番医表

日曜日の9時～17時、
小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院（第2・4週） ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週） ☎365151

小児救急医療体制 

「
お
互
い
の
人
権
が
大
切

に
さ
れ
る
町
づ
く
り
」

│ 

飯
尾
敷
地
地
区
人
権
教
育

　
　
　
　
　
　
　

推
進
協
議
会
│

　

私
た
ち
の
地
区
人
権
教
育
推
進

協
議
会
で
は
、
学
校
お
よ
び
各
種

団
体
等
の
連
携
・
協
力
に
よ
り

「
お
互
い
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ

る
、
人
権
教
育
の
啓
発
を
推
進
す

る
。」
と
い
う
事
業
推
進
主
題
の

も
と
、
実
践
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

６
月
11
日
の
総
会
で
は
、
人
権

啓
発
ビ
デ
オ
「
言
葉
と
差
別
」
を

視
聴
し
て
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
保
護
者
と
と
も
に
人

権
啓
発
映
画
「
ピ
ピ　

と
べ
な
い

ホ
タ
ル
」
の
鑑
賞
会
や
ゲ
ス
ト
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
人
権
学
習
に

人
推
協
役
員
も
参
加
・
協
力
す
る

な
ど
、
人
権
教
育
の
輪
を
広
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

  

ま
た
、
11
月
５
日
、
幼
稚
園
・

小
学
校
で
文
部
科
学
省
・
徳
島
県

教
育
委
員
会
指
定
の
人
権
教
育
研

究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、「
自
他
の
大
切
さ

を
認
め
合
い
、
共
に
生
き
る
幼

児
・
児
童
の
育
成
」
を
研
究
主
題

に
、
幼
稚
園
で
は
、「
心
豊
か
で

互
い
に
認
め
合
い
、
育
ち
合
う

仲
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」、
小

学
校
で
は
、「
自
尊
感
情
を
高
め
、

心
豊
か
で
行
動
力
の
あ
る
児
童
の

育
成
」
を
副
主
題
と
し
て
２
年
間

の
実
践
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

午
前
中
に
は
「
友
だ
ち
と
つ
な

が
り
あ
っ
て
」
や
「
人
間
ら
し
く

生
き
る
〜
人
と
の
出
会
い
、
交
流

を
と
お
し
て
」
な
ど
を
主
題
と
し

て
児
童
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
た

視
点
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
保

育
・
授
業
の
公
開
を
行
い
、
分
科

会
で
研
究
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
差
別

解
消
へ
の
行
動
化
に
つ
な
が
る
人

権
学
習
の
充
実
を
さ
ら
に
深
め
て

い
く
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
確
認

し
合
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
全
体
会
に
お
い

て
本
園
・
本
校
の
研
究
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
大
阪
市

立
枚
岡
東
小
学
校
の
神
野
ち
ど
り

校
長
先
生
か
ら
「
人
権
尊
重
の
視

点
に
た
っ
た
学
校
づ
く
り
〜
子
ど

も
の
心
を
耕
す
人
権
教
育
を
め
ざ

し
て
」
と
題
し
て
の
記
念
講
演
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
人
権
学
習
に
も
、
本
地

域
の
新
居
克
行
さ
ん
、
今
中
忠
重

さ
ん
に
は
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
と
し
て
公
開
授
業
に
加
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
人
推
協
役
員
数
名
も

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
幼
・
小
の
人
権
学
習
発

表
会
や
各
種
研
修
会
等
へ
の
参
加

を
と
お
し
て
「
人
権
が
大
切
に
さ

れ
る
町
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）   

☎
㉒
２
２
２
９

公開授業の様子（６年）

記念講演の様子



《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
道
路
で
は　

よ
そ
見
し
て
る
と　

事
故
す
る
ぞ

橘
本　

浩
佑　
（
種
野
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
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鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
図
書
シ
リ
ー
ズ
☆

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
12
月
、
１
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
12
月
28
日
㈫
、１
月
28
日
㈮
）

年
末
年
始
（
12
月
29
日
㈬
〜
１
月

３
日
㈪
）

◆
徳
島
文
理
大
学
う
た
お
は
部
に

よ
る
お
は
な
し
会
〜
ク
リ
ス
マ
ス

お
は
な
し
会
〜
（
参
加
無
料
）

と
き　

12
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

◆
よ
っ
と
い
で
文
庫
に
よ
る
冬
の

お
は
な
し
会

と
き　

１
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

◆
西
山
欣
子
先
生
に
よ
る
冬
の
手

作
り
教
室

と
き　

１
月
29
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
学
読
書
会（
毎
月
第
２
土
曜
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
12
月
11
日
「
徳
島
新
聞
」）

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
12
月
、
１
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
１
月
28
日
㈮
）、
振
替
休
館

日
（
１
月
11
日
㈫
）
年
末
年
始

（
12
月
27
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈪
）

◆
お
は
な
し
会

１
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
間
）
／
毎
月
第
２
土
曜

日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

１
月
15
日
㈯
（
マ
イ
ロ
ほ
か
）
29

日
㈯
（
チ
ャ
ー
リ
イ
と
こ
ぐ
ま
の

ミ
モ
ほ
か
）（
午
後
２
時
か
ら
約

１
時
間
）

◆
山
川
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

と
き　

12
月
18
日
㈯
午
後
２
時
か

ら

も
し
も
し
下
北
沢

　
　
　
　

よ
し
も
と
ば
な
な　

著

坂
の
下
の
湖　
　

石
田
衣
良　

著

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
12
月
、
1
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12

月
28
日
㈫
〜
１
月
４
日
㈫
）

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
・
和
室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大

型
紙
芝
居
な
ど

◆
鴨
島
図
書
室
ク
リ
ス
マ
ス
会

と
き

12
月
11
日
㈯
午
前
10
時
30

分
か
ら

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

 

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
12
月
、１
月
の
休
室
日　

木
曜
日

●
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス

ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshinogawa.
lg.jp/iliswing/we/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

大
切
な
存
在

●
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
救
お

う
！

　

児
童
虐
待
の
悲
惨
な
事
件
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
児
童
が
命
を
落

と
す
悲
劇
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

も
し
か
し
て
？
と
思
っ
た
ら
…

た
め
ら
わ
ず
に
電
話
を
！

※
24
時
間
対
応
で
、
最
寄
り
の
児

童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０

※
緊
急
の
場
合
は
、
１
１
０
番
！

鴨
島
東
中
学
校　

大
集　

彩
露

大
切
な
存
在
は

す
ぐ
傍
に
あ
る

だ
か
ら

あ
た
り
前
っ
て
思
っ
て
し
ま
う

大
切
な
存
在
っ
て

い
な
く
な
っ
て
気
づ
く
事
が

人
に
は
多
い
か
ら

自
分
の
大
切
な
存
在
が
居
る
事
を

あ
た
り
前
っ
て
思
う
ん
じ
ゃ
な
く
て

大
事
っ
て
思
お
う

そ
う
し
た
ら

い
な
く
な
っ
て
も

後
悔
は
し
な
い

あ
な
た
の
大
切
な
存
在
は

誰
で
す
か
？

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
５
号
よ
り
）

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ



広
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わ

広
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よ
し
の
が
わ

広
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よ
し
の
が
わ
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平
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発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
企
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財
政
課

〒
776-8611  徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
吉
野
川
市
で
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/index.asp　

問
い
合
わ
せ　

市
秘
書
企
画
課
☎
㉒
２
２
２
１

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

●
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放　
●
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と

反
射
材
の
効
果
的
活
用　
●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止　
●
全
席
に
お
け
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底

平
成
22
年
12
月
10
日
㈮
か
ら

平
成
23
年
１
月
10
日
㈪
ま
で

●出前

広報誌に広告を掲載しませんか？
「広報よしのがわ」は市内の全世帯に約18,000
部配布されており、大きな宣伝効果が期待され
ます。企業や商品の宣伝に、ぜひご活用ください。
詳しくは、企画財政課（市役所３階）までお問
い合わせになるか、市ホームページをご覧ください。

問い合わせ　☎㉒２２２１　℻  ㉒２２４４
ホームページアドレス
http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/

242010年（平成22年）12月8日

広報よしのがわ

今
月
の
税

市
・
県
民
税　
　
　

第
３
期

納
期
限 　
　

    

12
月
24
日
㈮

※
累
計
は
平
成
22
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
9
月 1件

累
計 16件

救急出動
9
月136件

累
計1258件

〈人  権  相  談〉
１月13日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
１月18日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
１月25日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂
２月10日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター

〈行  政  相  談〉
12月９日㈭  9：00～12：00 市役所１階相談室
12月16日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎２階会議室
１月４日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
１月13日㈭  9：00～12：00 市役所1階相談室
１月17日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎101会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
12月17日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室
１月21日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室平成22年11月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,009人　 （＋  2）
　男　　21,312人　 （＋14）
　女　　23,697人　 （－12）
世帯数　17,470世帯 （＋  8）
※65歳以上人口
　　　計12,981人　男5,308人　女7,673人

379人 （＋5）
60人 （   0）
319人 （＋5）
356世帯 （＋4）

平成23年1月22日（土）
開場／午後１時30分　開演／午後２時
鴨島公民館

一般2000円、高校生以下1000円
（当日券は、それぞれ500円増）
チケットは鴨島公民館、宮脇書店（鴨島店）、小山助
学館（徳島市）、文化研修センター、アメニティセンター、
サンクス土成店、紀伊国屋そごう徳島店で販売中です。

問い合わせ　 鴨島公民館　 　24 5111
ホームページアドレス
http://www.smiletrust.com/community/

宝くじ文化公演

桂 三枝「独演会」桂 三枝「独演会」
と　き

ところ

桂 三枝「独演会」

入場料




